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第 20 回（仮称）「ふるさと文化館」建設準備委員会議事録 

 

１．日時   平成 21 年 7 月 17 日(金) 10：30～12：00 

２．場所   練馬区郷土資料仮設収蔵庫（練馬区石神井町５－１２－７） 

３．出席者  委員 11 名 

４．議事  （１）設置条例について 

      （２）施設の利用について 

      （３）建設の進捗について（現場視察） 

      （４）その他 

５．公開対応 公開（傍聴者 なし） 

６．配布資料 資料１ 練馬区立石神井公園ふるさと文化館条例について 

資料２ 施設利用の考え方について 

資料３ （仮称）ふるさと文化館建設準備委員会名簿 

７．会議概要 

事務局  皆様、お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。 

委員会に先立ちまして、委員の異動がありましたのでご報告させてい

ただきます。資料 3「委員名簿」をご覧ください。小林一英光が丘第三中

学校長が退任され、大山明石神井中学校長が就任されました。 

それでは、本日の委員会の出欠の報告をさせていただきます。佐藤委

員、佐々木委員は別件会議のため欠席の連絡がございました。 

生涯学習課長 本日はご出席ありがとうございます。5月 1日付事務局職員の異動

がございましたので紹介させていただきます。（以下自己紹介） 

開会に先立ちまして、生涯学習部長より挨拶をさせていただきます。 

生涯学習部長 本日はお忙しいところご参集いただきましてありがとうございま

す。平成 18 年度からこの委員会で色々とご検討いただき、ありがとうご

ざいました。先日行われました練馬区議会第二回定例会で、「石神井公園

ふるさと文化館」を正式名称とした条例を提出させていただき、6 月 17

日の本会議で議決されました。本日は、運営のための規則について、各

委員の皆様のご意見を頂戴したいと思っております。また、現場視察も

予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

品田委員長 この委員会も本日で 20 回を迎えました。皆様には色々とご意見をい

ただき、もうすぐ建物も竣工する段階となりご協力に感謝しています。 

それでは、第 20 回建設準備委員会の議事を始めたいと思います。 

最初に、新しく就任されました大山先生から一言ご挨拶をいただき

たいと思います。大山先生、お願いいたします。 



 - 2 - 

大山委員  石神井中学校に今年の4月から赴任しました校長の大山と申します。

20 回も会議を重ねられているということで、わからないことが多いか

と思いますが、学校の立場から意見を述べさせていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

品田委員長 それでは議事に従いまして進めさせていただきます。本日はごあい

さつにあったとおり、規則について考え方や具体的なことをお伺いし、

意見をお聞きしたいと思いますのでよろしくお願いします。それでは

事務局の説明をお願いします。 

 

■設置条例について 

生涯学習課長 資料 1をご覧ください。 

条例についてですが、6 月 17 日の区議会第二回定例会にて決定いた

しました。施設の概要ですが、企画展示室、多目的会議室、会議室に

ついては団体や区民の方もご利用いただけます。また、2階の情報コー

ナーのギャラリーについても貸出し可能となっております。運営内容

についてですが、休館日につきましては毎週月曜日・年末年始、開館

時間等につきましては午前 9 時から午後 6 時とさせていただき、会議

室や多目的会議室につきましては区民への貸出しもございますので、

午前 9時から午後 9時 30 分までとさせていただきました。なお、会議

室につきましては、プール開設期間を除く期間を利用できるようにさ

せていただいております。 

次に観覧料のことですが、常設展示するものの観覧料は無料とし、

特別に企画し展示するものの観覧料は別紙 1 を上限として、規則で定

めることとしました。美術館と同様に設定しております。使用料につ

いては、別紙 1 下段の表のとおりでございます。これは区の施設利用

料の考え方にあわせて、広さによって料金を設定させていただいてい

るものです。 

また、郷土資料室の廃止に伴い、今まで規定されていた図書館条例

の「郷土資料室」の記載削除の手続きをしました。条例も併せて資料

として用意してございますので、ご一読いただければと思います。 

品田委員長 何かわからないということも含め、ご意見をよろしくお願いします。 

石塚委員  企画展示室などで催事などはできるのですか。例えば社員の研修会

や何かを宣伝したい時などに使うことはできるのですか。 

事務局   資料 2 の規則に関わるご質問でもありますが、基本的にはまずはふ

るさと文化館の主催事業で使用し、次にふるさと文化館の設置目的に
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合った団体に利用していただき、その次に一般の団体や個人に貸出を

するということで考えております。いずれも営利を目的としない活動

にご利用いただくことになります。 

品田委員長 条例を受けて新たに規則を作るということで、次の「施設の利用に

ついて」の資料２の説明をお願いします。 

 

■施設の利用について 

事務局   資料２をご覧ください。条例を受けて詳細を規則等で定めていく内

容の主だったものを説明させていただく資料でございます。 

観覧料についてですが、常設展示は無料、特別展示については、300

円を基本とし、児童・生徒、高齢者、障害者、団体については減額ま

たは免除と考えております。なお、区内の小・中学校の児童などの引

率者が教育活動の一環として観覧するときや区が主催または共催する

行事の参加者が行事の一環として観覧するときは、観覧料は免除とな

ります。学齢前の者は無料です。 

施設等の貸出しについてですが、施設および備付器具について館の

事業で使用していない範囲で、貸出しを行ってまいります。貸出施設

は資料のとおりです。 

利用申請については、あらかじめ石神井公園ふるさと文化館に登録

をした団体が施設等を利用する場合は利用予定月の６月前の月の初日

から、それ以外の団体や個人が施設等を利用する場合は３月前から予

約することができます。利用申請書の受付時間は開館日の午前 9 時か

ら午後 6 時までとします。利用申請書の受付順序に従って行ってまい

ります。ただ、受付初日は必要に応じて受付順序を抽選で決めていく

ことも考えております。 

なお、ふるさと文化館登録団体についてですが、練馬区の伝統文化

に係る活動または練馬区の観光に寄与する活動を継続的かつ計画的に

行っている団体等で、構成員が10人以上、構成員の過半数が区内居住、

勤務または通学していること、営利を目的としていないことなど、一

定の要件を満たす団体が登録することができます。 

利用の取消しと使用料等の還付については、企画展示室および情報

コーナー内ギャラリーについては、利用日の 60 日前までに利用を取り

消した場合、全額を還付、多目的会議室および会議室、備付器具につ

いては利用日の 7 日前までに利用を取り消した場合に全額を還付する

こととします。 
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使用料の減額免除については別紙１の使用料の減額免除の表のとお

りです。 

図録等の販売については、施設等の利用の承認を受けた者が観覧料

等を徴収しようとするとき、または展示物に係る図録、絵はがき、ポ

スター等を販売しようとするときは、あらかじめ館長の承認を受けて

行っていただくこととしています。 

開館日については、平成 22年 3月 28日を軸に調整中でございます。 

品田委員長 では、質問やご意見をいただきたいと思います。 

石塚委員  ふるさと文化館登録団体のことでお聞きしたいのですが、商工会議

所などは登録できるのでしょうか。 

事務局   ふるさと文化館に係わる目的を持った団体ということで、伝統文化

の継承等に関わっている団体、観光振興に関わっている団体、教育委

員会で妥当であろうと承認する団体を考えております。照姫まつりの

実行委員会や商工会議所の観光部会ですとか、団体として登録ができ

ることになると思います。 

石塚委員  商工会議所自体が観光にも取り組んでいますから。練馬産業連合会

もそうですよね。会議内容によってということですか。 

生涯学習部長 例えば、産業連合会などは団体の活動拠点として会館をお持ちで

すよね。そういう点では、ふるさと文化館を使って会議を行う時は、

文化館の趣旨に沿った会議を行っていただけるものと思っております。 

石塚委員  ふるさと文化館に少しでも貢献できればと思っていますので。１０

万人の利用をという目標もあるわけですよね。役員会などで利用し、

お昼にかかるときにはお弁当も食べるようなケースもあると思います

よ。それができるようでないと使ってもらえないと思います。博物館

の見学を兼ねて利用できるといいですね。利用しやすい会議室であれ

ば、また使うだろうし。 

事務局   登録団体以外の団体もご利用いただけます。ただ、登録団体は６ヶ

月前から予約ができる、営利を目的とした活動はだめですよ、という

ことです。例えば商工会議所で公共的目的での講演会を主催し、講演

者の方の本をそこで頒布する、ということはできるようにと考えてい

ます。 

石塚委員  色々な団体が使いやすくして欲しい、と思います。 

品田委員長 なるべく読み込めるものは読み込んで、ただ公の施設ですので、で

きないことは説明できるようにしておいていただきたいと思います。 

鈴木委員  団体登録するための書類はできているんですか。 
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事務局   規則で様式を定めますので、これから作ってまいります。 

品田委員長 後で知らなかったということにならないように、周知の仕方を考え

ないといけないですね。 

事務局   周知は区報やホームページ、生涯学習施設での資料配布をする予定

です。10 月から来年 4 月分の受付をすることになりますので、来月 8

月に区報に掲載し、登録の受付を開始し、その後随時受付を行ってい

く予定です。 

石塚委員  お弁当をとって会議することはできますか。それができないと、商

工会議所などは利用できないです。昼はお弁当、夜はお弁当にビール 1

本ぐらいで行うことがほとんどですので。 

事務局   前回までもいただいているご意見ですが、節度あるご利用であれば、

とご説明させていただいております。全面飲食禁止にするということ

は今のところ考えておりません。例えば、小学校・中学校などが団体

利用の際お弁当を持ってきますが、そういったときに昼食を食べる場

所を提供することも考えていますので、皆さんに使いやすくなるよう

考えてまいります。 

石塚委員  お弁当は持ち込みになるのですか。 

事務局   利用する団体で仕出しを手配したり、ゴミの処理をしてください、

という条件でお願いすることになります。 

生涯学習課長 先ほども申し上げた内容になりますが、実際に区の他の施設でも、

仕出し弁当に飲み物をつけてもらって利用する団体もありますが、節

度ある範囲で行っていただいています。 

長坂委員  利用者が自由に使える給湯設備などはあるのですか。 

事務局   専用の給湯設備はありません。 

渡邉委員  私も地域集会所の管理・運営に関わっていますが、時間も 1 時間程

度でご利用いただいて、飲食も適度な範囲で行っているのが現状です。

まして文化館の建物の性格からして料亭でやるわけではありませんの

でおのずと飲食の限度も考える必要があると思います。 

鈴木委員  利用した団体がその処理をする、ということですよね。区民交流セ

ンターがそういう利用ですね。伝統工芸会としてもそのように利用し

ています。団体でお弁当をとる場合は、その業者さんに片付けや持ち

帰りがお願いできるか相談したうえで注文すれば、きれいに片付けて

くれます。公的な場所ですから、利用する側がきちんと片付けるとい

うのが基本だと思います。 

品田委員長 タバコはどうなのですか。 
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事務局   2 階に喫煙ルームを計画してあります。分煙で対応するということで

考えています。 

事務局   基本的には施設の利用については、借りた状態に戻す、次の方が気

持ちよく利用できるようにしておく、ということでのご利用となりま

す。 

長坂委員  私たちも自転車や自動車を乗ってきた人が持って帰るなど、調整し

て持ち帰っています。 

前田副委員長 条例についてですが、どんなことを想定して決めたのかというこ

とを確認したいのですが、特別に企画し展示するものについての観覧

料ですが、150 ㎡程というあまり広くないスペースを使って行われる特

別に企画する展示は、一体何を想定して決められたのですか。 

事務局   表現は美術館の条例に揃えておりますが、ふるさと文化館で行うも

のは特別展と企画展、特別展については有料、企画展については無料

と考えています。特別展は他館から資料を借用したり、重要文化財の

展示スペースとして認可を受けていくようになりますので、他区の博

物館が有料で行っているような内容のものは実施する予定です。また、

例えばお雛様展ですとか御節句の展示や館の収蔵品を使っての展示な

ど、そんなにお金をかけないで実施する企画展については無料で、と

考えています。 

前田副委員長 問題は二つありまして、ひとつは警備のこと。専門のガードマン

を配置する。また、展示物のことを考えた会場側の空調や照明などが

考えられているか、このスペースでそれができるようになっているの

かな、と思ったものですから。 

品田委員長 国宝を借りてきても展示できるようなスペースになっているのです

か。 

事務局   設計上はできるようになっております。 

前田副委員長 最近各地でブームのようですが、雛人形の展示、時期的にもよい

時期に行えるお客を呼べる展示ですね。 

事務局   設計段階からご意見をいただきましたが、企画展示室の広さについ

ては、300 ㎡程度ありますとそこに置く展示品の点数や規模も大きくな

りますので、1本の特別展を開催するのに大変費用がかかってしまう場

合もあります。23 区内の博物館で、一番使いやすい面積で考えていっ

たのが、大体 150 ㎡という広さです。 

品田委員長 学校関係の要望など事務局では佐藤委員から意見を何か聞いていま

すか？ 
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事務局   佐藤委員から電話で欠席のご連絡をいただいたときに、施設の利用

方法で学校の方で問題になることはございますか、と伺ったところ、

｢小学校の団体見学は９月以降がほとんどで、年間予定は 2月には決定

しますので、特に問題は生じないと思います。また、特に体験のプロ

グラムを用意していただければ、より利用したいと考えます。学校連

携のためには学校教育に通じた担当職員を決めておくことも大切だと

思います。」とのご意見をいただきました。 

前田副委員長 学校の授業で使えるように、学校のカリキュラムと合うようなワ

ークシートを作り、ボランティアの活動と連動させるという取組みを

している例もあります。興味付けをして、なるべく調べさせるように

しているということで、成果を挙げているという報告を、ついこの間、

聞いたものですので。パソコンでダウンロードできるワークシートを

作っているところもありますね。 

      皆様と一緒に行った浦安の博物館もパソコンで調べられるというの

が特徴でしたね。 

事務局   運営についても今後設置していく運営懇談会でご意見を伺いながら

進めていきたいと思っております。 

品田委員長 そのほか、何かございますか。よろしければ、3 月 28 日の開館を目

指して施設の予約など始まりますが、しっかり対応していただき、当

初の計画どおり多くの皆さんに来ていただけるようにしてください。 

事務局   開館は 3月 28 日を軸に調整中です。前日に開館の記念式典というイ

メージで調整を進めているところですので、心に留めておいていただ

ければと存じます。 

石塚委員  開館記念展はやらないのですか。 

事務局   前回スライドでお見せしましたが、「練馬の魅力」をテーマに、区内

13 館の博物館、美術館を紹介する展示を企画しています。また、石神

井公園の商店街でふるさと文化館まつりということでご協力いただけ

るということになっております。 

      建設の準備委員会としての役割、ありがとうございました。建設も

順調に進んでいますので、あとは竣工後にもう一度会議を開催し、施

設を見ていただき、ご意見をいただく機会としたいと思っております。 

 

■建設の進捗について（現場視察） 

品田委員長 次に「建設の進捗について」ですがどのようにしますか。 

施設管理課長 現在の進捗状況は、ほぼ順調でございまして、床もコンクリート
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を打ち、屋根も出来上がり、現在は耐火被覆材を施工中です。実際現

場をご案内したいと思います。 

委員長  その他事務局から何かありますか。 

事務局  特にございません。 

施設管理課 それでは皆様、現場視察の用意をお願いします。 

（現場案内、説明。） 

生涯学習課長 本日はありがとうございました。 

品田委員長 では、委員会を終了します。 



 1

資料 1 

練馬区立石神井公園ふるさと文化館条例について 

１ 施設の概要 

（１） 敷地面積    14,338.77 ㎡ 

（２） 延床面積    3,274.71 ㎡ 

（３） 規模・構造   地上２階、鉄骨造 

（４） 主な施設 

① 常設展示室（470 ㎡） 

② 企画展示室（158 ㎡・2 分割可） 

③ 情報コーナー（1 階 146 ㎡、2 階 137 ㎡） 

④ 交流ライブラリー（98 ㎡）  

⑤ 多目的会議室（143 ㎡・2 分割可） 

⑥ 会議室（94 ㎡、103 ㎡） 

⑦ 練馬区立池淵史跡公園内旧内田家住宅（延床面積 200 ㎡：上記(2)に含まない） 

 

２ 主な内容 

（１）目的 

練馬区立石神井公園ふるさと文化館の設置、管理および利用について必要な事項を定める 

ことにより、練馬区ではぐくまれてきた文化の継承および発展を図り、新たな地域文化の創造お 

よび観光振興に寄与することを目的とする。 

（２）名称および位置 

練馬区立石神井公園ふるさと文化館 

練馬区石神井町五丁目 12 番 16 号 

（３）事業 

① 練馬区の伝統文化にかかわる資料の収集、保管および展示に関すること。 

② 練馬区の伝統文化にかかわる調査および研究に関すること。 

③ 練馬区の伝統文化に係る展覧会、講演会、講座等の主催および援助に関すること。 

④ 練馬区の観光振興に寄与する情報の提供に関すること。 

⑤ 練馬区が保有する文化財の保管に関すること。 

⑥ 石神井公園ふるさと文化館の利用に関すること。 

（４）休館日 

月曜日（休日に当たるときはその日後の休日でない日）。１月１日～３日、12 月 29 日～31 日。
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その他管理上必要な休館日 

（５）開館時間等 

午前９時～午後６時、会議室・多目的会議室の利用時間は、午前９時～午後９時 30 分 

   会議室については、１月４日～６月 20 日および 9 月 20 日～12 月 28 日までを利用できる

期間とする。 

（６）観覧料 

① 常設展示するものの観覧料は、無料とする。 

② 特別に企画し展示するものの観覧料は、別紙１に定める額を限度とし教育委員会が定め

る。 

（７）施設等の利用手続き 

施設および備付器具を利用しようとする場合は、教育委員会規則で定めるところにより申請し、

教育委員会の承認を受けなければならない。  

（８）使用料 

   別紙１のとおり 

（９）観覧料の減免等 

   教育委員会が特に必要があると認めたときは、観覧料および使用料を減額または免除するこ 

とができる。また、教育委員会が特別の理由があると認めたときは、観覧料および使用料の全部 

または一部を還付することができる。 

 

４ 施行期日 

規則に定める日 

 

５ その他 

郷土資料室の廃止に伴い、練馬区立図書館条例の「郷土資料室」の記載の削除を行う。 
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別紙１ 

 

観覧料                   

 観覧料 

小学生および中学生 １人１回につき 500円 

上記以外の者 １人１回につき 1,000円 

備考 学齢前の者は、無料とする。 

 

使用料                          

午前 午後 夜間 利用単位 

 

 

施設 

午前９時から正

午まで 

午後１時から午

後５時まで 

午後６時から午

後９時30分まで

１ 1,500円 2,000円 1,800円

２ 1,500円 2,000円 1,800円

多目的会議室 

 

上記の２室を併

せて利用する場

合 

3,000円 4,000円 3,500円

１ 1,200円 1,600円 1,400円会議室 

２ 1,500円 2,000円 1,800円

１ 全日（午前９時から午後６時まで）2,700円 

２ 全日（午前９時から午後６時まで）2,700円 

企画展示室 

 

上記の２室を併

せて利用する場

合 

全日（午前９時から午後６時まで）5,400円 

情報コーナー内ギャラリー 全日（午前９時から午後６時まで） 900円 

 

 

 



                                   資料２ 
施設利用の考え方について 

 
１ 観覧料について 

常設展示については無料。特別展示については、300 円を基本とし、児童・生徒、

高齢者、障害者、団体(20 人以上)については減額または免除する。 
  なお、区内の小学校および中学校の児童および生徒の引率者が教育活動の一環とし

て観覧するとき、区が主催または共催する行事の参加者が当該行事の一環として観覧

するときは、観覧料を免除する。学齢前の者は無料とする。 
 
２ 施設等の貸出しについて 

施設および備付器具（以下「施設等」という。）について館の事業で使用していな

い範囲で、貸出しを行う。 
ア 多目的会議室  （100 名程度収容、2 分割可） 
イ 会議室１    （30 名程度収容、プール期間を除く利用） 
ウ 会議室２    （30 名程度収容、プール期間を除く利用） 
エ 企画展示室   （2 分割可） 
オ ギャラリー   （壁面 11m） 
カ 備付器具    （液晶プロジェクター、パソコン、展示用ボックス） 

※備付器具の使用料については 500 円とする。ただし、展示用ボックスについて

は１月あたり 1,000 円とする。 
 
３ 利用申請について 
   施設等を利用しようとする者は下表の利用区分に応じた提出期間に練馬区教育

委員会（以下、「委員会」という。）に利用申請書を提出し、その承認を受ける。 
  利用区分 提出期間 

１ あらかじめ石神井公園ふるさと文化館に登録

をした団体が施設等を利用する場合 

利用予定月の６月前の月の初日

から利用予定日の前日まで 

２ １以外の団体および個人が施設等を利用する

場合 

利用予定月の３月前の月の初日

から利用予定日の前日まで 

 
ア 利用申請書の受付時間は午前 9 時から午後 6 時までとする。 
イ 利用の承認は、利用申請書の受付順序に従って行うものとする。ただし、必要

に応じて受付順序を抽選で決めるものとする。 
1 



※ ふるさと文化館登録団体 
    練馬区の伝統文化に係る活動または練馬区の観光に寄与する活動を継続的かつ計

画的に行っている団体等で、構成員が10人以上、構成員の過半数が区内居住、勤務

または通学していること、営利を目的としていないことなど、一定の要件を満たす

団体が登録できる。 
    なお、登録の受付は平成21年8月中旬より開始する予定。 

※ 利用手続きの開始 
平成22年4月分の利用について、平成21年10月より受付を開始する予定。 

 
４ 利用変更申請について 
   施設等の利用を変更しようとするときは、利用変更申請により委員会の承認を受

ける。 
   利用変更の承認により、納付すべき使用料の額が既納の使用料の額を超えるとき

は、その超える額を前納する。 
 
５ 利用の取消しと使用料等の還付について 

既納の観覧料および使用料については原則として還付しない。ただし、企画展示

室および情報コーナー内ギャラリーについては、利用日の 60 日前までに利用を取

り消した場合、全額を還付する。多目的会議室、会議室および備付器具については

利用日の 7 日前までに利用を取り消した場合に全額を還付する。 
また、施設等の利用日の 60 日前または７日前までに利用の変更を申請し、委員

会がこれを承認した場合において、既納の使用料に過納金を生じたときはその過納

金を還付する。 
 

６ 使用料の減額免除について 
   使用料を減額し、または免除することができる場合は別紙１の使用料の減額免除

の表のとおりである。 
 
７ 図録等の販売について 

   施設等の利用の承認を受けた者が観覧料等を徴収または、展示物に係る図録、絵は

がき、ポスター等を販売しようとするときは、あらかじめ館長の承認を受けなければ

ならない。 

 
８ 開館日について 
  平成 22 年 3 月 28 日を軸に調整中。 
 
 
 

2 



                                     別紙１ 

 

使用料の減額免除 

使用料を減額し、または免除することができる場合 減免額 

１ 区が主催し、または共催する事業で利用するとき。 

２ 区以外の官公署が行政目的のために利用するとき。 

３ 区内の団体が行政活動の協力等の目的のために利用するとき。 

４ 区内の保育所等、幼稚園、小学校、中学校または特別支援学校

が教育目的のために利用するとき。 

５ 構成員の半数以上を75歳以上の者が占める10人以上の区内団体

が利用するとき。 

免除 

 

６ 区が後援し、協力し、または協賛する事業で利用するとき。 

７ 幼稚園、小学校、中学校および特別支援学校以外の区内の学校

が教育目的のために利用するとき。 

８ 別に定める区内の公共的団体が団体本来の活動目的のために利

用するとき。 

９ ふるさと文化館登録団体が当該登録を受けた活動目的のために

利用するとき。 

10 別に定めるところによりあらかじめ届出を受けた生涯学習届出

団体が当該届出を受けた活動目的のために利用するとき。 

11 構成員の半数以上を身体障害者、知的障害者または精神障害者

が占める10人以上の区内団体が利用するとき。 

12 構成員の半数以上を65歳以上の者が占める10人以上の区内団体

が利用するとき。（第５号に該当する場合を除く。）。 

13 構成員の半数以上を中学生以下の者が占める10人以上の区内団

体が利用するとき。 

５割減額 

 

14 その他委員会が特に必要があると認めたとき。 免除または５割減額 
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資料３

推薦枠 氏　　名

品田　穰

前田　勇

大村　宣雄

冨岡　光男

石塚　康夫

鈴木　源吾

長坂　淳子

渡邉　雍重

佐藤　民男

大山　明

鵜沼　秀之

佐々木　克己

臼井　弘

練馬区民俗芸能協議会会長

伝統文化
関係団体

東京商工会議所練馬支部工業分科会会長
新東都テスター株式会社代表取締役

練馬区伝統工芸会顧問

練馬区文化財保護推進員
練馬区地名研究会員
練馬古文書研究会員

(仮称)「ふるさと文化館」建設準備委員会委員　

学識経験
２名

所　　　　　　　　　　属　　　　　　　　　等

東京農業大学客員教授（保全生態学）
練馬区文化財保護審議会委員

立教大学名誉教授（観光行動学）
元練馬区産業振興区民会議委員

平成21年5月１3日現在

地域関係
団体
６名

石神井の自然を守る会会長

石神井町池渕町会長

石神井中学校長

学校代表
2名

田柄小学校長

商工観光課長

生涯学習課長

区
3名

施設管理課長




